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◇ 子育て&健 康ひろば………………………………………………………8、 9

皆さんの悲願であった「浜田医療センター」の移

転新築が、このほど独立行政法人国立病院機構に

おいて正式に決定されました。

この移転新築により、県西部の医療提供体制が

より充実されることはもちるんのこと、市町村合

併を進めている浜田市にとっては新市の街づくり

の核となるものであり、まさに明るいニュースと

なりました。



今
年
核
月
１
日
か
ら
平
成
１９
年
１１

月
３０
日
ま
で
の
３
年
間
、

高
齢
者
、

障
害
者
、

児
童
、

生
活
保
護
な
ど
社

会
福
祉
関
係
の
相
談

・
支
援
を
行
う

民
生
児
童
委
員

・
主
任
児
童
委
員
が

決
ま
り
、

姥
月
１
日
Ｅ
委
嘱
状
の
伝

達
式
を
行
い
ま
し
た
。

民
生
委
員
制
度

民
生
委
員
制
度
は
、

民
生
委
員
法

に
よ
る
任
期
３
年
の
地
域
ほ
お
け
る

相
談

・
支
援

の
ボ

ラ

ン
テ
ィ
ア
で

す
。ま

た
、

児
童
福
祉
法
区
基
づ
＜
児

童
委
員
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

浜
日
市
で
は
、

民
生
児
童
委
員

・

主
任
児
童
委
員
は
今
回
定
数
が
１
人

増
え
１
１
６
人
の
委
員
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

民
生
児
童
委
員

・
主
任
児
童
委
員

は
法
律
区
基
づ
い
て
、

市
議
会
議
員

や
社
会
福
祉
関
係
団
体
、

学
識
経
験

者
、

関
係
行
政
機
関
な
ど
の
委
員
で

構
成
す
る
市
の
推
薦
会
で
候
補
者
が

選
ば
れ
、

県
知
事
を
経
て
厚
生
労
働

大
巨
が
委
嘱

・
指
名
し
ま
す
。

民
生
委
員
の
仕
事

民
生
児
童
委
員
の
主
な
仕
事
ほ
高

齢
者
な
ど
の
住
民
の
実
態
把
握

・
福

祉
需
用
の
把
握

・
相
談
業
務
お
よ
び

福
祉
関
係
機
関
と
の
協
力
で
す
。

ま

た
、

主
任
児
童
委
員
は
、

児
童
福
祉

を
専
門
Ｅ
担
当
し
ま
す
。

委
員
ほ
地

域
で
の
福
祉
活
動
の
中
心
的
役
割
を

担
う
地
域
の
相
談
役
と
言
え
ま
す
。

特
に
、

民
生
児
童
委
員
活
動
の
大
き

な
部
分
を
占
め
る
福
祉
関
係
課
へ
の

協
力
業
務
ほ
つ
い
て
は
、

毎
月
協
議

会
を
開
き
仕
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

福
祉
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
相
談
事

は
、

各
委
員
ほ
遠
慮
な
＜
ご
相
談
＜

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
総
務
課
福
祉

調
整
係

（容
内
線
２
１
３
）

新農生児童委員ⅢⅢ■fI児童奏1員決まる

民生児童委員一覧表 (敬称略)

所住 名氏 担 当 地 切

浜

日

地

区

卵印印呻呻！中申中「中呻京！！！！！！！！！！町却却印申！呻却中！中「和『申印帥

子
明
史
夫
子
子
雄
子
行
子
子
子
子
子
子
枝
繁
守
弘
子
子
豊
子
孝
三
道

寺昨『中嘩却印帥蒔弾中榊昨的』抑日々！本咋中お」時中』巾

軍
和
岡
長
小
名
竹
麟
奥
金
重
寺
西
松
森
提
岡
佐
佐
平
石
浜
瓦
新
鮮
笠

外ノ河町全切
松原町12.34町 内
組原町5678町 内
殿鰯178町 内
殿町23456町 内
田町全域
朝日町123910町 内
朝日町45678町 内
琵琶町、牛市町全域
紹屋町全域
新町、錦町全域
京町、栄町全域
高日町全域
真光町、原町全域
片庭町全域
港町15町 内
港町234町 内
清水G」全域
蛭子町、天満町全域
瀬戸見町全域
大辻町全域
元浜町1234町 内
元浜町5678町 内
瀬戸ケ島町全域
原井町全域
笠柄81全域

石

見

地

区

却抑印一「『抑！帥！抑蜘脚蜘抑蜘抑蜘仰却抑却抑帥印印巾却蜘蜘抑帥却

生
員
長
員
長
長
長
浅
洩
浅
浅
黒
黒
黒
黒
相
相
河
杉
竹
竹
野
三
三
長
長
後
後
佐
宇

生 湯 tu l宣助

長沢町1の11の 2町内

長沢町1の31の 41の 5町内

長沢町24の 2町内

長沢町34の 378町 内

長沢町4の15の 15の 2町内

長沢町 6、桜ケ丘町内

浅井町1.23、銀天街、黒川町7

浅井叫4の14の 2町内

浅井町5の15の 25の 3町内

浅井町5の45の 56町 内

黒川町1の11の 21の 4町内

黒川町1の32町 内

黒川町3568町 内

黒川町4町内、高佐町全域

相生町2町内

相生町34町 内

相生町1町内、河内町全域

杉戸町全域
竹迫町123町 内

竹迫町45町 内

野原町全域
三階町123町 内
三階町4567町内、十文字原町全廟

長見町13町 内

長見町2昭内

後野8T1234町 内

後野町5678町 内

佐野町全域

宇津丼町全域

長
源

琳些
Ｘ

町
町

日
圏

烈
熱

清
子

野
田

河
植

熟日町123町 内
熱田町45、長浜町910

長

浜

地

区

町
町

町
町
町
町
町
町

町
町

日
日
日
日
日
田
浜
浜
浜
浜

烈
熟
熟
熱
熟
熱

長
長

長
長

勝

手
買
蔵

子
榮

子
子
孝
政

正
照
登
龍
綾
　
一承
温
藤
婚

羅

鷺
島

日
澤

日
違

村
見
野
野

木
大
干
大
多
安
藤
永
水

河

熱日町6町内、7町内の半分

熱日町7町内め半分、8町内の■部

熱日町8910町 内

熱日町11町内 ‐
熱日町1213町内

熱EEl町14町内
長浜町12町 内
長浜町345町 内
長浜町67町 内

長浜町8の18の 2町内

周

布

地

区

町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町

脚
脚
脚
布

布
摩
摩
和
出
村
村
村

日
日
日
周

同
津
津
治
穂

西

西
西

子
人
松
章

子
子
幸
子

子
市
美
尚

肇
勝
壽
光
涼
博
金
美
重
茂
博
邦

八
　
　
　
木

　
　
久
八

本
田
崎

田

々
谷

谷
谷

日
野
川
見

川
佐

山
益
佐
綿

米
桑
徳
茅
小
長

日‖云‖町123町 内
日脚町45,6町 内
日脚町789町 内

周布町1町内
同布町2346町 内

津摩町2,ユ45町 1内

津摩町1町内、治利町145町 内

治和町2tユo町内(向布8」5町内

穂出町示□日、吉地町全域

西村町大谷全域
商村町力石全域、陽光台町内

折居町金域、西村町12町 内

美

川

地

区

町
町
町
町
町
町

町
町
酎

日
田
村
村

橋
村

石
山
村

内
内
内
内

国
内
鍋
横

肉

峯
弘

子
子

子
子

子
子
博

中申『キ韓中伸印藤

半
其

永
長
！洩
佐

佐
迫
折

内日町上 中 後面 猪伏町内

内囲町下町内|  ‐

本郷上 中町内

本郷下町内
日橋町全域

内村町牛谷、穂出町中場
鍋る町全域傑日原町内全域羽原町内

横山町全域|     |
松羽、一の瀬全域

国

府

地

区

町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町

謂
金

対

野
姉
府

姉
府
府

分
分
分
分
代
代

下
大
手
宇
上
上

下
下
下
国
国
国
国
久
久

造
樽
之
裕
進
司
腔
韻
子
男
美
子
美

三
子

清
　
健
　
　
修
英
　
惇
初
鈴
撃
朱

一
翼

本
　
本
木
　
　
　
本

々
津

々
々
崎
林
日
々
浦
日
藤
川
部
藤
田

佐
天
佐
佐
山
小
今
佐
三
前
伊
小
上
山
吉

下有福町全域
大金町全域

宇野町東:南町内
宇野町西 大尾谷町内
上府町上条|=重1久181天神町内
上府町三宅 伊甘 山根郷町内

下府町lt2 3町内

下府町458町 内

下府町6の16の 217町内
唐鍾12311町 内

唐鐘45t68町 内
唐鐘7910町 内

国分町1,23町 内
久代町12町 内
久代町3町内 荒相町内

広報ほまだ :平成16年12月15日暑



男女共同参画コラム

配偶書暴力防止滋が改正されました

保護命令の対象を、子どもや離婚した元配偶者まで

拡大するとともに、退去命令の期間を2か 月|こ延長す

ることなどを柱とした改正法が12月2日 |こ施行されま

した。

①改正の主な内容

1「 配偶者からの暴力」の定義の拡大

2 保 護命令制度の拡充

①離婚後も暴力が続<場 合、元配偶者も対象とす

る。

②被害者と同居する未成年の子どもも接近禁止命令

の対象とする。

③退去命令の期間を2か 月|こ拡大する。

④退去命令|こついても再度の申立てを可能とする。

3 市 町村|こよる配偶者暴力相談支援センターの業務

の実施が可能

4 基 本方針および基本計画の策定

5 被 害者の自立支援の明確化など

6 警 察本部長などの援助

7 古 情の適切かつ迅速な処理

8 国 籍、障害の有無等を問わない人権の尊重

※ 内 閣府では配偶者からの暴力被害者支援情報サイ

ト (hitpi//www.gender go jp/e一vaw/index.him)を

開設しています。詳し<ほ お問い合わせ<だ さい。

問い合わせ先

地域政策課男女共同参画係 (a内線 344)

2003年漁業
センサス功績者

特別協力者
農業経営統計

調査農家

長
沢
高
架
橋

（仮
）
名
称

「き
ん
さ
い
橋
」
に
決
定
‥

「広
報
は
ま
だ
」
１０
月
１５
日
暑
で

公
募
し
ま
し
た
長
沢
高
架
橋

（仮
）

の
名
称
ほ
、

審
査
の
結
果
、

次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。

名
付
け
親
賞

「き
ん
さ
い
橋
」

上
村
潔
さ
ん

（黒
川
町
）

長
見
隆
さ
ん

（日
町
）

特
別
賞

「ど
ん
ち
っ
ち
陸
橋
」

中
部
尚
樹
さ
ん

（日
脚
町
）

特
別
賞

「ど
ん
ち
っ
ち
高
架
橋
」

祖
浦
里
香
さ
ん

（砥
原
町
）

そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。

た
＜
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先
　
国
土
交
通
省
浜
日

河
川
国
道
事
務
所
工
務
第
二
課

（ａ
②
２
４
８
０
　
内
線
４
１
２
）

年
末
年
始
の

交
通
事
故
防
止
運
動

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動

が
‐２
月
１６
日
か
ら
平
成
１７
年
１
月
１５

日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
重
点
ほ
次
の
４

点
で
す
。

①
幹
線
道
路
ほ
お
け
る
ス
ピ
ー
ド
ダ

ウ
ン
の
徹
底

②
夜
間

・
薄
暮
時
の
安
全
運
転
、

安

全
行
動
の
推
進

③
積
雪

・
凍
結
期
の
安
全
運
転
の
徹

底
④
飲
酒
運
転
の
追
放

市
民
の
普
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
交

通
ル
ー
ル
の
連
守
と
、

正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、

悲
惨

な
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
よ
う
。

（総
務
課
防
災
交
通
係
）

じ
馴
運

向廊 慶鵡玖,ぐ後野町)

主任児童委員一覧表 (敬称略)

担当地区 住 所 氏  名 担当地区 住  所 氏  名

浜■||□
紺屋町 栗野‐善子

周  布
日‖去‖町 小池 悦子

原■1町瀧野な|ほ|か 西村町 清井

石  見
生湯町 煙 寧 幸江

美
内村町 /1ナヽ|| 賦彦

高佐町 肥塚白美子 内□町 藤井 光 子

長■1浜
熟国1町柴田秀次郎

国  府
上府町 山 崎 庸 子

熟田町 古川 邦1道 ∃分町 濱岡 迎 子

逆 占な餅 3町 ) 浦国嘲 朝目的

あんし―ん歩行主|'デ☆通安豊絡点検第■1田,■|夕|シヨ'プ|■ユ■ス配怖中
「あんしん歩イ子エリア」第 1回ワータンョウプ (交通安全総点検)が 11月21日(日)|こ行われました。この点検で

は市民の普さん|こも参力□してもらい、事故多発箇所の点検や危険箇所の抽出を行いました。この模様は、ワーク

ショップニュースとして、市役所1階ロビーや、浜日 ・石見公民館、図書館、子育て支援センターなどで配布し

ていますので、ぜひご覧<だ さい。今後、アンケート調査などの結果を踏まえ、第 2ロ ワークショップ (1月 23

日 (日))で、ヒヤリハツト地図を確認し、危険箇所の交通安全対策案を者えてもらう予定です。

問い合わせ先 建 設整備課 土 木係 (奮内線 424)

広報はまだ :平成16年12月15日暑



ピ ー ス  オ ン  ア ー ス  ア ン ド  グ ー ド ウ イ ー ル  ツ  才 ) レ メ ン

Peace on Earth and Goodwill to all Men (世 界平耐、国際親警)

みなさん、こん区ちは !そして、メリークリスマス

(ちょっと早いですが)!

そうですよ、クリスマスの3守期が来ました。私が最

初日不|こ来た8寺(平成12年)、国本|こもクリスマスがあ

るの|こびつ<り しました。店などは明る<て 、素晴ら

しいディスプレーとツリーがあり、クリスマス音楽が

流れて、どこ|ヨ子つてもクリスマスの風景を見られた

ことほとても嬉しかつたです。しかし、何かかかしい

気がしました。その日本のクリスマスの風景をよ<見

ると、だいたいカップルを対象|こしたものでした。日

本人の友達と話して、友達ほ 「そうね。日本のクリス

マスは恋人と一緒|こ過す、ロマンチツクな3寺間よ。」

と言いました。またびつ<り しました !

西洋人の目から見れば、クリスマスと言えば家族と

過す3寺間です。みんなは ツ`リーの周りに集り、プレゼ

ントを交換して、一緒|こゲームなどをします。多<の

家族は、普段遠<|こ住んでいるので会えない親戚と会

う年十こ1度のチヤンスとなります。家族を無視して恋

人と二人っきりでクリスマスを過せば大変なこと|こな

ります。一方、お正月は家族から離れて、友達や恋人

と一緒|こパーティーなどをすることは珍し<あ りませ

ん。国本の反対と言えるでしようか。

クリスマスは、昔のキリスト教の祝日ですから、家

族が集まつて、お祈りなどをしました。宗教的な祝日

なので、クリスマスに働<の はいけないことでした。

イギリスの法律の中|こクリスマス|こ働<の はいけない

市国際交流員  デ イ ビツ ド ・ベス トー

という法はありませんが、昔からクリスマス|こ働かな

いことは習慣法で残っていて、現代の多文化、多宗教

のイギリスでも、クリスマスに人を働かせることはで

きません。もちろん、働きたかつたら問題はありませ

ん |

西洋の国だ|サではな<、 多数な国々|こクリスマスが

あります。アフリカ諸国、インド、ロンア、韓国、中

国でも祝っているそうです。しかし、クリスマスほキ

リスト教の祝日ではないのですか?な ぜこのようなイ

スラム教や仏教などの国々でも祝つているのでしよう

か ?西 洋の国々は多民族、多文化の国|こなつているの

で、社会ほ宗教から離れていきました。しかし、12月

25日ほ祝日という習慣が残っています。クリスマス

カードなどの中|こ、宗教的な文章の代わり|こ、PeaCe

on Earth and Goodwi汁札 る〒I Men※(世界平和、国際

親善)な ど、Sea品斉
′
も6:藁私ngs(時 候のあいさつを)

というようなメセージが書いてあるのが普通です。フ

リスマスはキリストの誕生を祝う習慣から、世界平和

を祈つている習慣|こなりましたので、段々キリスト教

の国々から飛び出して、他の国でも祝うよう|こなりま

した。
メ リ ー  ク リ ス マ ス

では、みなさん、Merry Christmas l
ジユーシユンタンクワイルア

祝 塁 涎快 ふ !

占|ユ1圭ユ1丞品丞!!
※人類の古い言いガです。もちろん女性も含んでいます。

平
成
１７

・
‐８
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

平
成
１７

・
‐８
年
度
に
市
が
発
注
す

る
建
設
工
事
お
よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
の
入
札
参
加
希
望
者
ほ
、

資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
し
て
＜
だ

さ
い
。

要
領

・
様
式
は
、

市
の
ホ
ー

ム
ベ
ー
ジ
区
掲
載
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
平
成
１７
年
１
月
４
日
側

～
３‐
日
働

（土
、

日
、

祝
日
を
除

＜
。

郵
送
の
場
合
は
１
月
３‐
日
消

印
有
効
）

受
付
場
所

・
問
い
合
わ
せ
先

管
財
課
八
札
管
理
係

（な
内
線
２
５
１
）

飲
食
店
な
ど
で
調
理
の
業
務
に
従

事
す
る
調
理
師
は
、

調
理
師
法
に
よ

り
２
年
ご
と
に
そ
の
就
業
地
の
都
道

府
県
知
事
に
「調
理
業
務
従
事
者
届
」

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
次
の
施
設
で
調
理
業
務
Ｅ

従
事
す
る
調
理
師

・
寄
宿
舎
、

学
校
、

病
院
、

事
業
所
、

社
会
福
祉
施
設
、

介
護
老
人
保
健

施
設
、

嬌
正
施
設
、

そ
の
ほ
か
多

人
数
に
飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与

し
て
い
る
施
設

・
飲
食
店
営
業
、

魚
介
類
販
売
業
、

そ
う
ざ
い
製
造
業

（

届
出
期
限
お
よ
び
届
出
先
　
１２
月
３‐

日
現
在
の
状
況
を
記
入
し
、

平
成

‐７
年
１
月
１４
日
ま
で
に
従
事
先
の

最
寄
り
の
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー

（保
健
所
）
に
届
け
出
て
＜
だ
さ

い
。

※
　
届
出
用
紙
は
左
記
区
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
課
環
境
保
全
係

（な
内
線
２

５
６
）、
浜
日
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

衛
生
指
導
課

（奮
①
５
５
５
２
）

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
の
申
請

次
に
該
当
す
る
人
は
、

毎
年
１
月

１０
日
ま
で
区
選
挙
大
名
簿
登
載
申
請

書
を
農
業
委
員
会
に
提
出
す
る
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。

登
載
申
請
書
を
農
林
業
振
興
委
員

を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
の
で
、

記
載

し
て
提
出
し
て
＜
だ
さ
い
。

名
簿
登
載
に
該
当
す
る
人
　
浜
日
市

ほ
住
所

の
あ
る
年
齢
２０
歳
以
上

（昭
和
６０
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
）
で
次
の
事
項
区
該
当

す
る
人
。

ア
　
ー０
ア
ー
ル

（１
反
）
以
上

の

農
地
を
耕
作
し
て
い
る
人
。

イ
　
ア
の
人
の
同
居
の
親
族
、

ま
た

は
そ
の
配
偶
者
で
、

年
間
お
お
お

ね
６０
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い

る
人
。

問
い
合
わ
せ
先
　
由辰
業
委
員
会

（ａ
内
線
２
３
５
）

広報はまだ :平成16年12月15日暑



る
丘
に
立
つ
島
根
県
立
大
学
ほ
、

今
年
開
学
５
年
目
区
入
り
ま
し
た
。

今
年
を
振
り
返
る
と
、

ま
ず
、

こ
の
３
月
、

本
学
ほ
初
め
て
の
卒

業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

初
年

度
か
ら
極
め
て
高
い
就
職
率
を
達

成
し
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
教
職

員
そ
ろ
っ
て
の
努
力
の
結
果
で
あ

り
、

学
生
が
そ
れ
区
応
え
、

社
会

に
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

４
月
に
は
新
入
生
で
キ
ャ
ン
パ

ス
が
新
し
い
雰
囲
気
に
あ
る
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
に
新

し
＜
入
っ
て
＜
る
学
生
、

社
会
に

島根県立大学

ホームベージ:http〃w、卿lu_shimane.acttP

巣
立

っ
て
い
＜
卒
業
生
と
年
々
、

構

成
メ
ン
バ
ー
を
換
え
な
が
ら
、

本
学

は
未
来
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
ま
す
。

い
ま
本
学
は
、

時
代
の
要
請
に
応

え
る
べ
＜
新
し
い
時
代
区
向
け
て
よ

り
良
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
、

大
学
運
営
の
あ
り
方
な
ど
を
研
究

・

検
討
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら

も
温
か
＜
見
守

っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

定
校
で
あ
る
中
国
首
林
大
学

・
韓
国

慶
北
大
学
校
と
共
同
で
、

ン
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、

延
べ
８
０
０
人
を

超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

自
治
体
の
合
併
が
進
行
す
る
中
、

地
方
自
治
体
や
大
学

・
団
添

・
市
民

は
新
た
な
国
際
化
戦
略
を
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
北

東
ア
ジ
ア
地
域
の
国
際
政
治

・
経
済

交
流
そ
し
て
自
治
体
の
国
際
化
戦
略

を
討
論
し
ま
し
た
。

第
３
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、

各
大
学
を
代
表
す
る
３
人

お
よ
び
県
立
大
の
２
人
の
大
学
院

生
、

県
の
国
際
交
流
貢
任
者
で
あ
る

環
境
生
活
部
長
が
過
去
の
実
績
区
基

づ
き
報
告
し
、

例
え
ば
石
見
室
谷
と

韓
国
慶
尚
北
道
薩
泉

（イ
エ
チ
ョ
ン
）

で
棚
日
を
巡
る
交
流
を
行
う
な
ど
、

自
治
体
が
「場
」
を
提
供
し
、

大
学
や

市
民
が
地
道
な
交
流
を

「継
続
す
る
」

こ
と
の
意
義
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

１０
月
１５
日
に
、

映
画
監
督
の
山
日

洋
次
さ
ん
が
浜
日
区
来
ら
れ
、

県
立

大
学
特
別
招
へ
い
講
師
と
し
て
特
別

講
義
を
行
う
と
と
も
に
、

石
央
文
化

ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
を
最
新
作
の
映
画

「隠
し
剣

鬼
の
爪
」
の
特
別
上
映
会

で
は
、

昼
夜
２
回
、

舞
台
あ
い
さ
つ

を
さ
れ
ま
し
た
。

県
立
大
学

で
は

【地
域
と
と
も
に
歩
お
大
学
】
の
モ
ッ

ト
ー
を
実
現
す
る
試
み
の

一
つ
と
し

て
、

こ
の
催
し
を
企
画
し
ま
し
た
。

山
日
監
督
ほ
、

講
演
会
と
舞
合
あ

い
さ
つ
の
両
万
で
、

作
品
上
に
お
き

続
け
て
い
る

《
日
本
と
日
本
人
の
文

化
や
歴
史
そ
し
て
社
会
へ
の
熱
い
思

い
》
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま

た
、

良
心
的
で
優
れ
た
映
画
を
浜
日

市
民
区
提
供
し
よ
う
と
集
ま

っ
た
、

市
民
有
志
に
よ
る
「和

（や
わ
ら
ぎ
）

の
会
」
の
奮
闘
も
あ

っ
て
、

上
映
会

も
成
功
一異
区
終
了
し
ま
し
た
。

（文
貢
　
教
授
　
瓜
生
忠
久
）

北
東
ア
ジ
ア
研
究
科

（博
士
前
期
）

開
発
研
究
科

（修
士
課
程
）

出
願
　
１
月
１３
日
側
～
２‐
日
０

試
験
　
２
月
５
日
０
、
６
日
０

担
当
　
教
務
グ
ル
ー
プ

○
公
開
講
座

『
２‐
世
紀
地
球
講
座
』

‐２
月
２２
日
側
　
村
井
助
教
授

「グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
大
国
の
行
方

―
思
想
史
の
窓
か
ら
」

時
間
　
午
後
６
時
‐５
分
～
７
時
４５

Ｔノ
謎鋼
△

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
小
都
市
ポ
リ

と
い
う
港
町
が
私
の
出
９
地
で
す

の
で
、

海
区
面
し
た
浜
日
で
暮
ら

す
の
ほ
大
き
な
違
和
感
は
あ
り
ま

せ
ん
。

休
日
ほ
家
族
で
ピ
ク
三
ツ

ク
に
出
か
け
る
こ
と
が
多
い
で

す
。

大
都
会
と
違

っ
て
す
ぐ
近
＜

ほ
自
然
が
あ
り
ま
す
が
、

公
園
な

ど
意
外
と
人
影
が
ま
ば
ら
な
の
が

不
思
議
で
す
。

浜
日
の
曽
さ
ん
は

ど
こ
で
週
末
を
過
ご
さ
れ
る
の
で

し
よ
う
か
。

幼
い
時
か
ら
現
在
ま
で
野
鳥
観

察
が
趣
昧
で
、

日
本
の
鳥
の
中
で

は
メ
ジ
ロ
や
ウ
グ
イ
ス
が
大
好
き

で
す
。

浜
日
で

一
番
好
き
な
場
所

は
浜
日
城
山
公
園
で
す
。

ヤ
マ
ガ

ラ
の
さ
え
ず
り
の
中
で
城
跡
か
ら

海
を
見
下
ろ
す
と
、

天
然
の
港
と

し
て
の
浜
日
の
美
し
さ
を
再
認
識

で
き
ま
す
。

国
際
関
係
論
の
研
究

者
と
し
て
は
、

人
間
だ
け

で
な

＜
、

小
鳥
た
ち
の
た
め
に
も
、

環

境
破
壊
や
武
力
衝
突
の
な
い
世
界

を
目
指
さ
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い

ま
す
。

う言目

笠00こ dduddductuoこ oこ dtuCduOこ ここddduduCuoddduoこ ddduoこ d‐oooo
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１０
月
７

・
８
国
の
両
国
、

交
流
協



国
民
年
豊
の

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

２０
歳
か

ら
６０
歳
ま
で
の
４０
年
間
納
め
る
こ
と

底
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
納
め

忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
の
年
金
額
が

少
な
＜
な
る
だ
け
で
な
＜
、

障
害
年

金
、

遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
＜
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
き
ち
ん
と

納
め
ま
し
よ
う
。

①
保
険
料
の
納
付
方
法

次
の
①
，
③
の
う
ち
、

利
用
し
や

す
い
方
法
で
納
め
て
＜
だ
さ
い
。

①
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
た
納

付
書
で
納
め
る

・
社
会
保
険
事
務
所
の
窓
□

・
全
国
の
銀
行

・
郵
便
局

・
農
協

・

漁
協

・
信
用
金
庫

・
信
用
組
合

・

労
働
金
庫
の
窓
田

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

②
回
座
振
替
を
利
用
す
る

手
続
き
を
す
る
と
指
定
し
た
□
座

か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま

サ
。□

座
振
替
は
、

全
国
の
銀
行

・
郵

便
局

・
農
協

・
漁
協

・
信
用
金
庫

・

信
用
組
合

・
労
働
金
庫
で
利
用
で
き

ま
す
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

自
宅
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
、

「Ｐ
ａ
ｙ
‐
ｅ
ａ
Ｓ
ｙ
」
マ
ー
ク
の
つ

い
て
い
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
イ

ン
タ
ー

ネ
ツ
ト
を
利
用
し
て
納
め
ま
す
。

た

だ
し
、

金
融
機
関
と
の
イ

ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
契
約
が
魅
要
と

な
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
の
金
融
機

関
へ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

①
保
険
料
の
追
納
制
度

保
険
料
の
法
定
免
除
（
申
請
免
除

お
よ
び
学
生
納
付
特
例
を
受
け
て
い

た
人
が
、
そ
の
後
、

免
除
の
承
認
を

受
け
て
い
た
期
間
分
の
保
険
料
を
納

付
し
て
、

本
来
（
減
額
さ
れ
る
年
金

額
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

ほ
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

・
老
齢
基
礎
年
金
、

旧
国
民
年
金
の

老
齢
年
金
、

通
算
老
齢
年
金
の
受

給
権
者
ほ
追
納
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

・
追
納
期
間
は
、

１０
年
以
内
で
す
。

・
追
納
す
る
保
険
料
は
、

承
認
を
受

け
た
当
時
か
ら
２
年
を
過
ぎ
る

と
、

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
当

時
の
保
険
料
額
ほ
、

経
過
期
間
に

応
じ
て
定
め
ら
れ
た
加
算
率
を
乗

じ
て
得
た
額
を
加
算
じ
を
額
と
な

り
ま
す
。

間
い
合
わ
せ
先
　
浜
圏
社
会
保
険
事

務
所

（な
②
０
６
７
３
）

保
腺
料
納
付
は
忘
れ
ず
に

″(/)″(ン'夕(ン)夕`/う夕ヽ′う″ャ 夕ヽヽン)夕0う″(フう/(ン)夕(′う″(′)ダウ'コイ(′う"イ(夕う″(クう夕(′,″C′,夕(′うコイ(′ヽコイ(′〕″(′)″ぐ′うコイ(′)夕(′〕ガレう"Z‐う夕(′,″ヽンうコイ(/YゃS てヽoN (ヽゃN (ヽゃコヽてゃ
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″
「職員の声かけ運動」市民アンケー トの結果について

レ  市 では、サービスの基本である職員の接遇を中心と

ン し た応対の質の向上を図るため、市民アンケートを 9

' 月の1か月間実施しました。ご協力ありがとうござい
ィ ま した。結果は次のとおりです。

イ  ま た、 1月 |こアンケートをもう一度実施する予定で

イ す 。ご協力をよろし<お願いします。

τ ①アンケート実施状況
τ 実施期間 9月1日～30日
″

, 実 施場所 市 役所各課窓□

' 回 収枚数 55枚 (内2枚 ほ意見のみ)

' 評 価基準 5段 階評価

好  大 変満足 (5点 )、滴足 (4点 )、普通 (3点 )、不満

子  (2点 )、大変不満 (1点)

イ ① アンケート結果総評

イ  回 収したアンケートの各項目の評価の平均が普通

年 (3点 )を 上回る結果となり、概ね良い評価をいただ

ミ きました。更[サービスの向上|こ努めていきたいと思
ミ います。
ミ 問 い合わせ先 市 行財政改革推進本部事務局 総 合調

ミ  整室 (a内線312)

1.職 員の声かけ

ア ン ケ ー ト 項 目 言平 イlll

1
庁舎内、通路などでの職員からのあ

いさつはどうでしたか ?
34点

2

職員の動だ しなみはいかがでした

か ?

(6月 から 9月 までは、省エネのため

ネクタイ。上着を着用 しないことを

励行 しております。)

3 6点

2.窓 口対応

ア ン ケ ー ト 項 目 言平 イ面

1
窓□での職員のあいさつほどうでし

たか ?
3 8点

2
窓□での言葉遣いなどの対応ほどう

でしたか ?
39点

3 説明ほわかりやすかつたですか ? 37点

用件が)斉おまでの時間 よどうでした

か ?
36点

5
用件先こ着<ま での案内表示などほ

いかがでしたか?
36点

ヽへうヽ へうヽ へ ) へヽ) へヽヽ へ,ヽへ,ヽへ)ヽ‐)ヽへ ) へヽ 〕ヽ へ )ヽへ )ヽへつヽ ‐,ヽへJヽへ)ヽい ) へヽ うヽ へ 〕ヽ ‐Jヽへ,ヽへ)ヽへ うヽ ‐ 〕ヽ‐ 〕ヽ へ,ヽへ ) いヽ )ヽ‐ X今 〃(ハ〃てう/(う ″(ハ″

ご協力ありがとうございました
10月27日から11月15日まで市民課窓□こ設置していました新潟県中越地

震こ対する義援金受付箱こついて、多数の営さんのご協力をいただきあり

がこうございました。

ご協力いただきました義援金37,055円は、国本赤十字社島根県支部を通

じて校受地へお送りしました。            (総 合調整室)

浜田市指定ごみ袋販売店の追加

スーパーセンタートライアル

浜囲店

(園布町 :旧ジヤスコ跡)

広報ほまだ :平成16年12月15日暑



徴
収
隷
か
ら

○
市
税

・
国
保
料
な
ど
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か

徴
収
課
で
は
、

仕
事
な
ど
が
忙
し

＜
、

平
国
の
窓
□
が
開
い
て
い
る
時

間
に
市
税

・
国
民
健
康
保
険
料
が
納

め
ら
れ
な
い
人
や
、

事
情
に
よ
り
納

期
限
ま
で
区
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
人
の
た
め
任
、

平
国
の
夜
間
納
付

相
談
窓
□
を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
機

会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
＜
だ
さ
い
。

日
時
　
セ
月
１６
日
ｍ
、

１７
日
０
、

２０

日
側
～
笈
日
側

い
ず
れ
も
午
後
８
時
ま
で

場
所
　
市
役
所
１
階
徴
収
課

（③
番

窓
□
）

※
　
市
庁
舎
川
側
地
階
の
入
□
よ
り

お
入
り
＜
だ
さ
い
。

年末年始の市役所業務

12月29日 側 ～平成17年 1月 3日 個)

ほ閉庁します。

□書館年末年始体館日

12月28日快)～平成17年1月 3日 側

問い合わせ先 図 書館 (a②o480)

年末年始の
ごみ。し属収集業捕体業日

年末 。年蛤のごみ収集は、平成16年

度ごみ 。し尿収集計画表どおりですの

で、収集日の朝 8時 30分までに出して

<だ さい。

◎し尿のくみ取り休業日

◇市役所

12月29日側 ～平成17年1月 3日 個)

◇浜田衛生

12月31日 0～ 平成17年1月 5日 は)

◇門田産業

12月31日 0～ 平成17年1月 4日 快)

◇浜田浄化センター

12月31日 0～ 平成17年1月 5日 は)

※ 年 末ほ<み 取りが集中しますので

早めに済ませて<だ さい。

※ 電 話地区の人は、2ず 収集国の 2

日前まで|こ申し込んで<だ さい。

◎ごみ処理場の休業日

◇第一処理場 (後野町)

【燃やせるごみ ・古紙】

12月30日側 ～平成17年1月 3日 個)

◇第三処理場 (生湯町)

【燃やせないごみ】

12月30日 側 ～平成17年 1月 3日 個)

※ 12月 26日 (日)は搬入できます。

処理場への直接搬八時間は、午前 9

時～正午、午後 1時 ～ 4時 となってい

ます。処理場への車の乗り入れは、混

雑が予想されますので、早い時期の搬

入をお願いします。

（

①
市
税
な
ど
の
納
付
は
回
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す

納
付
を
□
座
振
替
Ｅ
す
る
と
納
期

の
を
び
に
現
金
を
持

っ
て
出
か
け
る

手
間
も
省
け
、

た
い
へ
ん

「便
利
」

で

「安
心
」
か
つ

「確
実
」
で
す
。

振
替
日
は
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
月
の

郷
日
で
す
。

申
し
込
み
の
翌
月
の
納

期
か
ら
振
替
が
始
ま
り
ま
す
。

（平

成
１７
年
度
分
の
申
し
込
み
も
受
け
付

け
ま
す
。

）

申
込
手
続
　
預
貯
金
□
座
の
あ
る
市

内
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
で
受
け

付
け
ま
す
。

預
貯
金
通
帳
と
そ
れ

に
使
用
し
て
い
る
印
鑑
を
持
参
し

て
＜
だ
さ
い
。

申
込
書
は
そ
れ
ぞ

れ
の
窓
□
区
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

日
座
振
替
が
で
き
る
市
税
な
ど
　
市

県
民
税
金
口
通
徴
収
）
、

固
定
資
産

税
、

軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保

険
料

問
い
合
わ
せ
先
　
徴
収
課
徴
収
係

（ａ
内
線
１
２
４
）

最
近
、

「社
会
保
険
庁
特
殊
法
人

日
本
国
民
年
金
協
会
」
を
編

っ
て
、

年
金
受
給
者
な
ど
に
対
し
、

国
民
年

金
の
過
払
い
分
の
払
い
戻
し
や
国
民

年
金
保
険
料
の
未
納
分
の
請
求
と

い
っ
た
不
審
な
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ

る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

本
来
、

「社
団
法
人
　
日
本
国
民

年
金
協
会
」
は
、

東
京
都
千
代
日
区

平
河
町
任
所
在
し
、

お
も
ほ
国
民
年

金
制
度
の
普
及
の
た
め
の
広
報
活
動

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な

文
書
を
受
給
者
の
普
さ
ん
ほ
送
付
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

＜
れ

ぐ
れ
も
注
意
し
て
＜
だ
さ
い
。

｛な
め
、

不
署
な
文
書
を
受
け
取
っ

た
場
合
Ｅ
は
、

直
ち
区
社
会
保
険
事

務
所
睦
連
絡
し
て
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
浜
日
社
会
保
険
事

務
所

（奮
②
０
６
７
３
）

ま
っ
た
＜
根
拠
の
な
い
架
空
請
求

や
不
当
請
求
に
関
す
る
相
談
が
多
＜

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、

何
ら
か
の
名
簿
を
入
手
し
た
悪
質
業

者
が
根
拠
の
な
い
請
求
書
を
送

っ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

家
族
が
使

っ

た
も
の
と
勘
違
い
し
た
り
、

関
わ
り

を
＜
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
気
持
ち

区
付
け
込
お
手
□
で
す
。

こ
う
い
つ

た
架
空
請
求
ほ
対
し
て
は
、

請
求
者

区
連
絡
す
る
防
要
も
な
＜
無
視
す
れ

ば
い
い
の
で
す
。

た
だ
、

架
空
の
請
求
を
少
額
訴
訟

に
持
ち
込
お
と
い
う
更
Ｅ
悪
質
な
手

□
も
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

裁
判

所
か
ら
の
通
知
と
思
わ
れ
る
文
書

（ハ
ガ
キ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
が
届

い
た
場
合
で
、

心
当
た
り
が
な
い
も

の
に
つ
い
て
ほ
環
境
課

（消
費
者
相

談
窓
□
）
ま
で
あ
問
い
合
わ
せ
＜
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
課
環
境
保
全

係

（奮
内
線
２
５
６
）

一初

め

く

解

紳

鞘

偽
あ

陥

ヒ

♂

粉

ふ

照

騨

脚

嶋
広
燃

似

♂

ん

Ｋ

潔

紬

胤

は

海

沖

巾協

弘

？

喘
К

僻

榔

撹

じ

び

抑

路

無

漕

紬

城

は

あ
財

似

抑
咲

望

贈

恩

硝

ぼ

済

幣

仏

ド
脱

は

あ

陥

欽

♂

粉

ふ

解

鋤

付
猟

崚

仰

狛
″
肱
〃
弘

７

蛸

拭

ざ

猟

思

わ

材
が
は
抑
ｖ
粉

Ｋ

Ｗ

鋤

付

於

撹

ｕ

が

「
７
眺
内
ワ
ふ
料
ヽ

押

脱

は

あ

陥

陽

♂

り

ふ

解

潤
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ひよこの会(トーク&交 流会
(第1子|と0歳児をもつ親の集い)

初めて子育てをする親同士の出会いのきつかけ作りと情報交換やお互いの

子どもたちの成長を喜び合うなど、フリートークを中心|こ親子の楽しいるれ

あいの場となっています。仲間と一緒|こ楽し<子 育てができるよう応援しま

す。どなたでも気軽|こ参カロして<だ さい。

響

轡

轡

轡

轡

響

轡

轡

轡

響

轡

轡

轡

轡

轡

響

轡

轡

轡

轡

轡

響

轡

響

轡

響

響

轡

轡

響

轡

轡

響

轡

轡

響

響

轡

響

轡

響

轡

響

轡

ド
聯

f3Lれあい逓び

喜し幼児の間はしつかリギユツと抱つこしてあ|ザ

ましょう。子どもたちは、周りの大人とのふれあ

いの中で、いろんなことを学んでいきます。

た<さ んふれあつて 「愛しているよ」というメッ

セージを送りましょう。

鶴 犠 犠 鱒 鱒 醸 醸 餞 醸 餞 鶴 醸 醸 鶴 餞 鶴 鶴 鰻

利用者の声
ひよこの会で矢□り合っため母さんと友達|こなっ

て 「す<す <」 で遊んでいます。ちよつとしたこ

とも相談できるママ友達ができて、子育ての楽し

みが増えました。 (6か 月児母)

(子育て支援センター)

鶴 醸 餞 餞 鶴 醸 醸 鶴 餓 議 醸 鱒 鶴 0 0 0 ● ●

接種料金ほ無料

想

牟
お子きれの予鵬揺穏障強摘秘ですか?

予防接種|こは、それぞれ適した年齢があります。最も適した年齢のなるべ<早 い時期|こ受|すて、お子さんを感染症

から守りましょう。未援種のお子さんほ早<受 |することをお勧めします。

平成16年度日程

※BCGは 、 ツ`ベルクリン反応検査の 2日 後|こ小児科医で接種しまづ。

平成17年4月 1日から、BCGの 対象年断が大きく変わります
接種可能年齢がこれまでの 4歳 未満から生後 6か 月未満|こなります。まだ受|すていない人は平成16年度中|こ受けま

しよう。

特|こ、平成17年4月 1日以降|こ生後 6か 月を超える年齢|こなるお子さん|こついては、 4月 1日以降ほ対象年齢外|こ

なりますので、必ず3月 まで|こ受けて<だ さい。

問い合わせ先 子 育て支援課 (a内線 162)

昭

く
!卿騨聯輸岬

だっこして

ぎゅっ♪

みんなお座り

じょうず|こ

談 ■添 帥 受けるのほ最も適した年齢 接|1種■期■間

ツベ ル ク リン反

応検査・B C G ※
満 3か 月～4歳 未満 満 3か 月|こなったらすぐに

ツベルクリン反応検査の日と会場

平成17年 1月26日(浜日公民館)

2月 23日(浜日公民館)

3月 16日(石見公民館)

三種混合 滝 3か 月～7歳 半未満 BCG接 種の 4週 間後
平成17年3月 31日まで

(市内指定医療機関)
麻 しん 満 1歳～7歳 半未満 満 1歳のお誕生国のすぐ後

風しん 満 1歳～7歳 半未満 麻しんが終わつたら

ポリ才 満 3か 月～ 7歳 半未満
今年度|よ終了しました

日不脳炎 満 3歳 ～7歳 半未満 滴 3歳 |こなったらすぐ|こ

広報はまだ :平成16年12月15日暑
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平成ll年度源田市障害者スポーツ軟室
(スケート軟室)参れE者募集

浜日市内に住お心9障 害児 (者)を 対象|こノーマラ

イゼーシヨン (障害のある人も、家庭や地域で通常の

生活ができるよう|こする社会づ<り )の 理念実現|こ向

けて、障害児 (者)の 自立と社会参力□の促進を図るこ

とを目的|こスケート教室を開催します。

期間 12月 ～平成17年2月

毎週本躍日

午前10時～11時30分

(日程は変更|こなる場合があります)

場所 サ ンピレツジ浜日屋内アイススケート場

(a② 1300)

対象 市 内在住の心身障害児 (者)12人

受講料 無 料

引率者 市 手をつなぐ育成会関係者

送迎について

送迎車で浜つ子作業所とスケー

ト場を往復します。

問い合わせ先 市 手をつなぐ育成

会事務局

心身障害者共同作業所 浜 つ子

作業所

沖日さん (a・E日②2824)

①
健
康
相
談

血
圧

・
俸
脂
肪
測
定
、

健
康
相
談

日
時
　
月
躍
日
と
金
躍
日

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

○
禁
煙
相
談
日

個
別
相
談
、

尿
区
含
ま
れ
る
三
コ

チ
ン
濃
度
測
定

（無
料
）

日
時
　
１２
月
２４
日
０

年
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

（ａ
内
線
１
６
４

・
１
６
６
）

⌒
○
断
酒
会

ど
な
た
で
も
気
軽
区
参
加
し
て
＜

だ
さ
い
。

日
時

・
場
所
　
平
成
１７
年
１
月
４
国

側
　
午
後
７
時
～
９
時

・
浜
日
保

健
所

１
月
１８
日
側
　
午
後
了
時
～
９
時

浜
日
市
民
集
会
所

問
い
合
わ
せ
先
　
山
□
源
吉
さ
ん

公

②
２
４
９
じ

①
生
活
り
八
ビ
リ
教
室

転
倒
予
防
や
物
忘
れ
予
防
に
関
す

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

日
時

・
場
所
　
平
成
１７
年
１
月
１１
日

側
、

‐２
日
側
　
午
後
１
時
３０
分
～

３
時
３０
分

・
市
総
合
福
祉
セ

ン

タ

ー

ー
月
刻
日
ｍ
　
午
後
１
時
３０
分
～

３
時
３０
分

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス

○
か
た
ろ
う
会

脳
卒
中
再
発
予
防
の
た
め
の
学

習
、

交
流

日
時
　
１
月
劉
日
０

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

場
所
　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

（松
原

町
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
先

健
康
長
寿
課
高
齢
者
福
祉
係

（ａ
内
線
１
５
３
）

ご利用くだとい 「母子 ・寡帰福祉資金」

母子 ・寡婦福祉資金は、母子家庭などのみなさん|こ活用していただ<た めの資金です。

現在、平成17年4月 から高校、大学、専門学校などに進学予定の生徒のいる母子家庭などを対象とした就学支

度資金や1シ学 ・修業資金の予約貸付の相談を受|サ付けてしヽます。

※日本育英会等の奨学金との重複はできません。

(資金の種類 ・限度額〉

修学資金 (授業料、書籍代など|こ魅要な資金)

月額 18,000円 ～ 63,000円

修業資金 (矢□識技能を習得するため|こ必要な資金)

月額 50,000円

就学支度資金 (就学、修業するため|こ必要な資金)

39,500円 ～ 520,000円

※ 貸 付額は、学校の種類や自宅通掌か自宅通学外で異なります。

〈予約貸付申請書類提出期限〉(4月から貸付を受ける場合)

1期   平 成16年12月20日

2期   平 成17年1月31日

※ 貸 付受付は、随時行つています。

申請 ・問い合わせ先 浜 日健康福祉センター社会福祉グループ (a① 5 5 4 3、 ① 5 5 4 6 )

広報ほまだ :平成16年12月15日暑



月浸            み で |こ

肪耀卜！！予朔拘批力抑郷翠

公

②
ｌ
０
３
こ―

| ■■ | ヽ

子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
う
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
…
。

弁
護
士
と
し

て
、

犯
罪
に
か
か
わ
っ
た
少
年
た
ち

ン
ロ 圃 □

午
□

諦 ね 岳 馬

イ ど  修   護
°
会 じ

ン も  室   士  へ た
し セ     V  の こ

ま
ね
事
業
部
　
岡
本
さ
ん

（ａ
・四
②
４
２
２
４
）

口
‐
ヨ
Φ
↓
一
”∽
＜
∞
σ
⊂
‐
∽
＜
ω
げ
⊂
〇
コ
↓ネ
汁
＜
　
〇

〇
ヨ

子
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
▲〓

県
母
子
連
合
会
で
は
、

ひ
と
り
親

家
庭
の
子
育
て
を
援
助
す
る

「
子
育

て
支
援
員
」
の
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

研
修
内
容
　
乳
幼
児
学
董
の
発
達
や

病
気
、

緊
急
時
の
対
応
と
応
急
処

置
、

児
童
の
成
長
と
食
生
活
、

児

童
の
遊
び

・
保
育
実
習
な
ど

□

平
成
１７
年
１
月
郷
日
側
、

野
日

ｍ
、
２
月
１
日
側
、
３
日
側

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
　
ほ
か
に
保
育
所
見
学
実
習
を
半

日
行
い
ま
す
。

□

浜
日
公
民
館

※
　
託
児
あ
り
ま
す
。

〔∪

ム
団
一
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭

係

（奮
内
線
１
６
２
、
１
７
２
）

自
治
医
科
大
学
と
は
、

地
域
医
療

を
担
う
医
師
を
養
成
す
る
大
学
で
、

栃
本
県
区
あ
り
ま
す
。

卒
業
後
、

島
根
県
職
員
と
し
て

一

定
期
間
地
域
医
療
ほ
携
わ
る
と
い
う

条
件
で
、

県
が
授
業
料
な
ど
を
全
額

負
担
し
ま
す
。

受
験
資
格
　
一局
校
卒
業
者

（平
成
１７

年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含
お
）
ま

た
は
同
等
の
学
力
が
あ
る
人

□

約
１
０
０
人

（島
根
県
か
ら
２

～
３
人
）

○
第
１
次
試
験

口
〕

平
成

１７
年

１
月
２７
日
側

（学

ヵ
）
、

２８
日
０

（面
接
）

ロ

サ
ン
ラ
ポ
ー
お
ら
＜
も

（租
江

市
）

試
験
科
目
　
学
力

（数
学
、

英
語
、

理
科
）
、

面
接
、

書
類
審
査

願
書
入
手
方
法
　
①
郵
便
に
よ
る
請

求

（方
法
ほ
県
医
療
対
策
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
）
②
ゆ
う

パ
ツ
ク
カ
タ
ロ
グ

（各
郵
便
局
区

申
込
書
が
あ
り
ま
す
）

出
願
期
間
　
平
成
１７
年
１
月
５
日
側

～
別
日
０
午
後
５
時

（郵
送
分
は

２０
国
の
消
印
有
効
）

出
願
先

▲
岡
）
県
庁
医
療
対
策
課

谷
０
８
５
２
②
５
２
５
１
、

図

０
８
５
２
②
６
０
４
０
）

広報ほまだ :平成16年12月15日暑



〔Ｕ

セ
月
帽
日
ω

ｌ
回
目
　
午
後
１
時
～
上
映

２
回
目
　
４
時
～

３
回
目
　
了
時
～

同

石
央
文
化
ホ
ー
ル

日

当
日
１
、
２
０
０
円
ま
た
は
ス

タ
ン
プ
マ
リ
ン
満
点
１
枚
冊

〔剛
一　
ス
タ
ン
プ
マ
リ
ン
事
務
局

石
央
文
化
ホ
ー
ル

（ａ
②
２
１
０
０
）

婦訓備聡鵬腿鞭理ずばう

子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
者

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

□

平
成
１７
年
１
月
郷
日
０

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

□

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

日

無
料

※
　
託
児
あ
り
ま
す
。

（３
０
０
円

。

要
予
約
）

共
催
　
の
ぞ
み
の
会
、

市
教
育
委
員

△
蚕

同
〕
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
や
こ
劇
場
浜

日

・
那
賀
セ
ン
タ
ー

谷

・囲
④
６
３
９
０

刀つ称甜側ｍ岬靭加ら

○
姥
月
跡
日
０
か
ら
平
成
１７
年
１
月

４
日
側
ま
で
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。

①
新
春
お
め
で
と
う
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ

期
間
　
１
月
１
日
働
～
３
日
働

午
前
１１
時
～
午
後
７
時

期
間
中
、

ス
ケ
ー
ト
を
利
用
し
た

人
は
全
員
福
引
が
で
き
ま
す
。
１
等

ほ
５
月
５
日
ま
で
の
フ
リ
ー
パ

ス

ポ
ー
ト
な
ど
で
す
。

※
　
カ
ー
リ
ン
グ
の
貸
し
切
り
の
申

し
込
み
は
１
週
間
前
ま
で
に
し
て

＜
だ
さ
い
。

ロ

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
日

（ａ

・岡
①
ｌ
３
０
０
）

ぶ
L

平成17年浜田市成人式
昭赤□59年4月 2日 ～60年4月 1日|こ生ま

れた人を対象|こ式典と記念撮影を行います。

転出者 (住民票を異動している人)で も参

カロできます。個人宛

ての案内ほ行いません。

日)1月 9日 (日)

午後 18寺30分～

田寸ほ0時卸分～) も

□ 石央文化ホール    的

□ 生涯学習課

(a内 線 457)

置
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽
長

浜
町
　
飯
島
淳
子
　
▽
三
階
町
　
丸

岡
悦
子

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
長
沢

町
　
山
日
民
　
▽
下
府
町
　
中
辻
美

代
子
　
▽
熱
日
町
　
松
浦
和
夫
　
▽

日
町
　
一工
宅
甫
　
▽
杉
戸
町
　
桃
木

汚
江
　
▽
宇
津
丼
町

植
日
清
博

▽
新
町
　
土
井
智
代

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
長
沢
１
‐
３

＝
▽
長
沢
町
　
山
日
民
　
○
田
町
１

１
２
＝
▽
日
町
　
十二
宅
甫
　
○
杉
戸

＝
▽
杉
戸
町
　
桃
木
芳
江
　
○
熱
田

‐３
＝
▽
熱
田
町
　
松
浦
和
夫
　
○
周

布
原
井
＝
▽
周
布
町
　
佐
々
木
啓
郎

○
周
布
４
＝
▽
周
布
町
　
佐
々
本
啓

郎
　
○
吉
地
＝
▽
吉
地
町
　
大
森
虎

雄
　
○
唐
鐘
＝
▽
国
分
町
　
渡
野
芳

幸
　
○
唐
鐘
３
＝
▽
国
分
町
　
渡
野

芳
幸
　
○
田
橋
中
Ｈ
▽
日
橋
町
　
藤

井
進
　
稲
垣
康
雪

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
唐
鐘
＝
▽
国

分
町
　
渡
野
芳
幸

◎
美
川
苑
へ
　
▽
日
橋
町
　
長
時
茂

巳
　
▽
の
高
原
製
作
所
　
▽
治
和
町

高
原
辰
雄
　
▽
国
分
町
　
川
上
繁
則

▽
紺
屋
町
　
花
日
憲
郎

◎
つ
く
し
保
育
園
へ
　
▽
佐
野
町

栗
栖
繁

◎
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
浜
田
ヘ

▽
三
階
町
　
丸
岡
悦
子

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽
日

本
さ
つ
き
盆
栽
協
会
石
州
支
部

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
松
原

町
　
大
輛
忠
弘

◎
市
学
校
建
設
基
金
へ
　
▽
和
の
饗

宴
２
０
０
４
浜
日
公
演
実
行
委
員
会

▽
千
葉
県
市
川
市
　
渡
辺
正
樹

◎
か
も
め
塾
へ
　
▽
原
町
　
色
小崎
イ

ト

ノ
◎
美
川
苑
へ
　
▽
浜
日
家
政
高
等
専

修
学
校
　
▽
す
み
れ
数
室

◎
さ
ざ
ん
か
へ
　
▽
日
町
　
一二
宅
南

▽
元
浜
町
　
一邑
岡
恵
輔

◎
市
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会

へ
　
▽

□
―
タ
ー
ア
ク
ト

◎
市
郷
土
資
料
館

へ
　
▽
極
原
町

金
子
順

一

◎
緑
ヶ
丘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ヘ
　
▽
新
町
　
宇
川
篤
枝
　
▽
す
み

よ
し
洋
装
店

◎
か
な
ぎ
園
へ
　
▽
新
町
　
宇
川
篤

枝◎
た
ん
ぽ
ぽ
の
里
へ
　
▽
港
町

佐
々
本
正
　
▽
琴
城
流
大
正
琴
浜
日

支
部
　
▽
長
浜
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
の

△
蚕

日 ◎
富 原

1 1  広報はまだ : 平成1 6 年1 2 月1 5 日暑 にい日時 日
= 場所 □

= 定員 日
= 米料金 □

= 申込先 □
= 応募先 □

= 間い合わせ先



冒

険

vol口97

こ
ど
も
講
術
館

一                                                          一

こ
ど
も
美
術
館
で
は
、

『第
８

回
浜
日
こ
ど
も
ア
ン
デ
パ
ン
ダ

ン

展
』
を
開
催
中
で
す
。

本
展
で
は
、

地
元
浜
日
市
を
は

じ
め
、

国
本
国
内
、

そ
し
て
世
界

‐６
カ
国
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
絵
や
立
添
作
品
３
２
７
点

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
で
は
、

会
場
を
訪

れ
た
普
さ
ん
が
単
に
作
品
を
鑑
賞

す
る
だ
け
で
な
＜
、

よ
り
親
し
み

を
も
っ
て
作
品
に
向
き
合
え
る
よ

う
、

様
々
な
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

な
か

で
も
、

「作
品
の
感
想
を
手
紙
怪
書
い
て

作
者
に
送
ろ
う
」
と
い
う
コ
ー

ナ
ー
は
、

毎
回
恒
例
と
な
っ
て
い

る
こ
の
展
覧
会
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で

す
。

こ
れ
は
、

観
費
者
の
普
さ
ん
に

一
番
気
に
入
っ
た
作
品
の
作
者
に
手

紙
を
書
い
て
も
ら
う
と
い
う
も
の

で
、

展
覧
会
終
了
後
、

そ
の
手
紙
を

ま
と
め
て
作
者
に
送

っ
て
い
ま
す
。

作
者
か
ら
返
事
が
届
い
た
と
い
う
声

も
あ
り
、

手
紙
を
通
し
た
交
流
が
生

ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、

子
ど
も
た
ち
の

作
品
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
無
料
の
工
作

体
験
コ
ー
ナ
ー

（う
ち
わ

。
お
花
づ

＜
り
）
や
、

作
品

で
遊
べ
る
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、

楽
し
さ
い
っ
ぱ

い
の
展
覧
会
ほ
な

っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、

こ
の
機
会
に
さ
ま
ざ
ま

な
コ
ー
ナ
Ｉ
Ｅ
参
加
し
な
が
ら
作
品

を
鑑
賞
し
て
み
て
＜
だ
さ
い
。

創
作

の
楽
し
さ
や
作
者

一
人
ひ
と
り
の
思

い
が
伝
わ
っ
て
＜
る
こ
と
で
し
よ
う
。

会
期
　
１
月
３０
日
０
ま
で

世
界
こ
ど
も
美
術
館

繋
月
の
活
動

■
ホ
リ
テ
ー
創
作
活
動

《
新
香
！
羽
子
販
づ
く
り
》

本
を
羽
子
板
の
か
た
ち
区
切
っ
て
、

自
由
区
飾
り
つ
け
よ
う
。

完
成
し
た

ら
羽
根
つ
き
大
会
の
は
じ
ま
り
で
す
。

◎

１

月

８

日
０
～
１０
日
佃
、

１５
日

０
、

‐６
日
０

《
か
ん
た
ん
版
画
の
編
袋
》

美
術
館
の
福
袋
ほ
は
、

い
ろ
ん
な

紙
や
布
が
入
っ
て
い
ま
す
。

合
紙
ほ

貼
り
付
け
て
イ
ン
ク
を
つ
け
る
と
、

紙
版
画
の
で
き
あ
が
り
。

◎

１
月
塑
日
０
、

郷
日
０
、

郷
日

０
、

３０
日
０

材
料
費
　
ひ
と
り
１
０
０
円

※
　
ど
ち
ら
も
午
後
１
時
～
４
時
の

活
動
で
す
。

参
加
希
望
者
は
、

当

日
受
付
で
３
時
３０
分
ま
で
に
申
し

込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

※
　
団
体
で
の
ご
利
用
は
受
け
付
け

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事

前
に
連
絡
し
て
＜
だ
さ
い
。

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

・
カ
フ
ェ

海
を
眺
め
な
が
ら
、

世
界
の
珍
し

い
飲
み
物
を
味
わ
っ
て
＜
だ
さ
い
。

体
も
心
も
あ
た
た
ま
り
ま
す
。

営
業
国
　
毎
週
土

・
日
躍
と
１
月
１０

日
柵

時
間
　
午
前
１０
時
～
正
午
、

午
後
１

時
～
４
時

場
所
　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

十
大
人
気
の
夜
間
講
座

《楽
し
い
胞

芸
》
が
１
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

初

心
者
大
歓
迎
で
す
の
で
、

気
軽
区
参

加
し
て
＜
だ
さ
い
。

《楽
し
い
陶
芸
》
（全
６
□
）

日
時
　
１
月
１３
日
内
、

１４
日
０
、

２０

日
ｍ
、

四
国
０
、
２
月
勢
日
ｍ
、

３
月
１７
日
体

午
後
６
時
３０
分
～
９
時

定
員
　
１５
人
（先
着
順
）

受
講
料
　
４
、
０
０
０
円

講
師
　
岡
田
容
量
さ
ん

※
　
参
加
申
し
込
み
は
セ
月
１５
日
側

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

12

‐！２！楽れ，いい限け融俳悔

こ
ど
も
美
術
館
を
会
場
に
、

金

管
楽
碁
愛
好
者
の
グ
ル
ー
プ

「
ハ

マ
デ

ィ

ア

ン
プ

フ
ス
」

の

コ

ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ク
ラ

ン
ツ
ク
か
ら
、

誰
も
が
知

っ
て
い

る
ア
三
メ
の
歌
ま
で
、

い
ろ
い
ろ

な
曲
が
楽
し
め
ま
す
。

入
場
無
料
で
、

予
約
も
防
要
あ

り
ま

せ
ん
。

み
ん
な

で
盛
り
上

が

っ
て
、

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
ま

し
よ
う
。

《
Ａ
マ
デ
ィ
ア
ン
ブ
ラ
ス

ウ
ィ
ン
タ
ー
ヨ
ン
サ
ー
ト
》

日
時
　
セ
月
１９
日
０

午
後
２
時
～

場
所
　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
先

世
界
こ
ど
も
美
術
館

（な
④
８
４
５
１
）

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

広報ほまだ :平成16年12月15日暑


